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1. はじめに 柴田　修（しばた　おさむ）

2. 工事概要

工事名 平成26年度　天竜川護岸工事

工事箇所 磐田市上野部地内

工期 平成26年6月3日～平成27年3月26日

工事概要

　河川土工　１式　護岸基礎工　１式　法覆護岸工　１式　根固工　１式　仮設工　１式

断面図

　天竜川左岸に低水護岸工を延長75m築造する工事である。

平面図

　護岸基礎は、天竜川の水位より１.5m程度の位置まで掘削することで、水替えが必要となり、どのくら
いの伏流水があるのか不明であった。
　事前に試掘を行い、伏流水の水量について調査し、水中ポンプのサイズ及び台数を検討する必要
があった。

低水護岸工事における水替の検討



3. 試掘調査方法
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断面図
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・ 流量は直角三角堰流量表より算出する。　

水中ポンプ口径150mm　1台、口径100mm　１台、口径75mm　１台を用意す
る。

水
位

H

掘削平面図

水中ポンプ設置
水中ポンプ口径150mm　1台、口径100mm　１台、口径75mm　１台は、
0.5m3バックホウ（クレーン仕様）にて設置する。

水中ポンプは設置完了後、電源を入れて水を吸い上げノッチタンク(10m3）
へ排出する。

流量の測定は水の排出量が一定になったら、ノッチタンク(10m3）の直角三
角堰を通過する水位Hを測定する。

　試掘は下図掘削平面図のとおり施工箇所の一部を掘削して、水中ポンプにて吸い上げた伏流水を
ノッチタンク（10m3）の直角三角堰の水位Hを測定し、施工箇所全体の水量を算出して、ポンプのサイ
ズ及び台数を決定する。

ポンプ設置箇所については、試掘床付高より-0.2m程度掘削して釜場とす
る。

流量測定

準備工
ノッチタンク（10m3）と発電機設置箇所は、除草後、0.5m3バックホウにて整
地をする。
ノッチﾀﾝｸ（10m3）発電機（25KVA）は、0.5m3バックホウ（クレーン仕様）によ
り水平に設置する。

試掘箇所掘削
試掘床付高さは計画河床高よりｰ1.0mまで、0.5m3バックホウにて掘削す
る。

直角三角堰



4 測定結果
直角三角堰流量表

試掘状況（口径150mm水中ポンプ１台）
直角三角堰を通過するH

Ｈ＝ 19.5ｃｍ

直角三角堰流量表により

Q＝ 1414.506ℓ/min

ノッチタンクにて三角堰測定

5 水中ポンプの検討 （河川構造物設計要領参考）
水中ポンプは、口径200mm　出力11kwの台数を以下の式により算出するものとする。

　口径150mm、口径100mm、口径75mmの水中ポンプを用意したが、口径
150mm水中ポンプ　１台にて床付高まで水位が下がった。
水中ポンプの吐水量が安定したらノッチタンク10m3の直角三角堰の水位H
を測定した。



水替工試験結果より、全揚水量は

Q ＝ × 倍 ← 工事延長/水替工試験掘削延長（75m/5.5m=13.6）

＝ ＝

＝

ポンプ口径を200mmとすると吐出量は

ｑ ＝ m3/min

＝

ポンプの台数は

×

≒ 台

以上により、口径200mm出力11kw水中ポンプを７台必要とする。

6 問題点と対策

● 問題点
1)

2)

3)

● 対策
1)

　釜場はポンプ周辺の土砂が崩れて埋まらないよう大型土のうを積み上げ周囲を囲った。

2)
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　水中ポンプの検討結果により７台必要という結果になったが、水中ポンプに木くずやゴミが詰まったら、
水中ポンプの能力が充分に発揮できない事が課題となり、対策を検討する必要があった。

　水中ポンプの検討はあくまでも参考であり、実際掘削してみないと水量がわからない。また、ポンプのサ
イズは、口径200mm以上の大水量のため、追加する場合１週間以上の日数を要する。
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　各ポンプは周囲を単管にて囲い、単管に□35mmのネットを張り、木くずやゴミがポンプに詰まらないよう
工夫をしました。

　計算上では口径200mm出力11kw　７台になったが、今回の施工では、口径200mm出力11kw　5台、口

　施工延長75mにおいて、施工に影響されずに効率よく水を排出できるよう、水中ポンプの設置位置につ
いて検討する必要があった。
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320621.36



これらの水中ポンプは口径200mm出力11kw　9台相当になり計算より２台多く設置した。
※口径250mm出力22kw　吐出量　8m3/min　口径200mm水中ポンプの２倍の能力

上流側　 口径200mm出力11kw　 ２台 発電機90KVA　　　　　 １台
口径250mm出力22kw　 1台

下流側 口径200mm出力11kw　 ２台 発電機90KVA　　　　　 １台
口径250mm出力22kw　 １台

中間部　 口径200mm出力11kw　 １台 発電機50KVA　　　　　 １台

3)

7 結果

1)

2)

3)

8 おわりに

　今回は試掘を実際に行って、床付け時により近い状態で水量を調査する事ができました。

　御指導、御協力いただいた皆様に感謝申しあげます。これからもこの経験を生かし現場管理に努めてま
いります。

　ポンプは木くずやゴミ等が直接詰まらなかった。また周囲の土砂も崩れる事がなく、ほぼ水中ポンプ能力
は排出できたと考えます。

　過去の天竜川護岸工事での経験を参考にして、予想される問題点に対して事前に対策ができ、また伏
流水も予想の範囲内の水量であったので問題なく施工できました。

配置については、以下の通りに設置した。

　水中ポンプは上流側と下流側に分けて設置することにした。

　水中ポンプを設置した結果、中間の伏流水が予想よりも多く、床付けがドライにはならなかったが、低水
護岸基礎の均しｺﾝｸﾘｰﾄが施工可能な水位まで下がり、水替えが原因での工程の遅れはありませんでし
た。

　水中ポンプの設置台数については、ポンプ吐出量が伏流水の水量を上回ったので特に問題なく充分に
排出できた。

水中ポンプ配置図

径250mm出力22kw　２台を設置することにした。

　工事延長が75mあり中間部において伏流水が多いとなかなか水が吐けなく、低水護岸基礎の均しコンク
リートの打設が難しくなる事から、中間部にも口径200mm水中ポンプを設置して下流側の釜場へ排水し
た。

上流側

下流側


